
テーマ： 

裁判員になることへの

３つの不安に答える 

札幌地方裁判所 
令和３年１１月２６日開催 

ｉｎ札幌市資料館 司法講座「裁判員制度の現状」 

 ～法曹三者及び裁判員等経験者によるパネルディスカッション～ 

裁判員経験者の意見交換会 開催概要 

Q1 裁判の内容を理解できる

のでしょうか？ 

Q2 評議で自分の意見がう

まく言えるのでしょうか？ 

Q3 裁判員になるのは負担

ではないでしょうか？ 

 裁判官 中川正隆 
（札幌地方裁判所） 

 検察官 丸山秀和 
（札幌地方検察庁） 

 弁護士 市毛智子 
（札幌弁護士会） 

 経験者１ 40代女性      

（裁判員） 

  麻薬特例法違反 

 経験者２ 50代男性
（補充裁判員） 

    殺人等 

 経験者３ 40代男性
（裁判員） 

  強制性交等致傷 

参加者： 

➋ 

➌ 

➊ 

裁判の内容は最初は難しくて，だんだん分かってくるという

感じだと思います。やはり専門用語が多く，何も知識がな

いので，簡単な言葉でもどういう意味なのかなと疑問に思うこと

がありました。 

ものすごく吟味して裁判員のために整理整頓されていたと

感じました。これでもかというくらい分かりやすくし，パワー

ポイントの絵を使ったり，難しい言葉を使わずにかみ砕いた言

い方をしていました。確かに専門用語も入ってきましたが，分か

らないことは休憩や評議の時間に裁判官に聞けば丁寧に教え

てもらえました。 

検察官，弁護士ともに写真や図面をモニターに映して説明

していて，非常に分かりやすかったです。 

➊ 

➋ 

➌ 

見学者：一般市民１４名 

傍聴者：報道関係者３名 

      法曹関係者４名 

裁判官が非常に良い雰囲気づくりをしてくれ，和気あいあ

いとした雰囲気でやっていました。そういった中で連帯感も

生まれて活発な意見交換ができました。 

発言者が二，三人になってしまうところを裁判官にうまく割

り振ってもらいました。あまり話せない方も色々な人の意

見を聞いているうちに自分の意見が出てくるので，心配しなくて

も大丈夫だと思います。 

みんなで本当にチームみたいな感じになって，今も他の経

験者とグループラインでつながっています。コロナ対策で

席が遠かったので，もっと近くで話せたら，もっと色々話せたか

なという感想はあります。 

最後の評決のときに自分の票がカウントされないこと以外

は，裁判員との違いは全くありませんでした。 

➌ 

➋ 

➊ 

➋ 



札幌市中央区大通西１１丁目 

電話０１１－３５０－４８０２ 

札幌地方裁判所事務局総務課広報係 

最初は難しい話を聞くのでとても疲れました。裁判員をやっている期間はずっとこの事を考え

ているという感じでした。 
➊ 

非常に複雑な事件内容でものすごい数の証拠もあったので，とても頭を使いました。家に帰っ

てからもずっと頭の中に残っていて，あれこれ考えたりしていましたが，精神的な負担というよ

りも裁判に参加する高揚感の方が大きかったです。 

裁判員裁判では，立場や性別，年齢が違う人たちが集まって一つの答えを導き出すということ

で，非常に良い経験ができました。 

精神的な負担はそれほど感じませんでした。ただ，やはり非常に考えて頭を使ったので，家に

帰ったら晩酌する気もおきないくらいぐったりしていました。 

私の会社には裁判員に選ばれたときの特別休暇制度があって，支障なく休暇を取ることがで

きました。上司も参加を勧めてくれて，同僚も仕事のフォローを快く引き受けてくれたので，集

中して裁判に臨むことができました。 

私も特別休暇をもらえましたが，裁判員期間中は家に帰った後にメールチェックをしたり，自分

でやらなければならない仕事は土日を使ってやりました。 

YouTubeなどで観た裁判員のドラマでは，すごく重い雰囲気の中やっていましたが，全くそん

なことはありませんでした。他人事だった裁判をより身近に感じ，今までニュースや新聞を見

て素通りしていたことにも興味を持つようになると思います。 

薬物の話は全く聞いたことがなかったので，色々考えることができて良かったです。被告人が

事件を起こす前に相談できる人がいればと思い，人間関係を大事にすることを考えるきっか

けにもなりました。 

 
 裁判官が皆さんの職場や教室等に

訪問する「裁判員制度出張説明会」も

行っています。 

 お気軽にお問合せください！ 

札幌地方裁判所の裁判員制度広報ページ

もご覧ください。 

（裁判官インタビューや裁判員経験者の声も

掲載しています！） 
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